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【窓口】 鳥取県県土整備部河川課 （0857-26-7386、kasen@pref.tottori.lg.jp）

米里地区での意見交換会

・日 時 … １１月６日(土)１０時～
・場 所 … 米里地区公民館
・参加者 … 自治会長を中心に、計２0名

［参加者の主なご意見］
・数年前から田んぼダムに取り組んでおり、少しずつ取組が拡がっている。

・田んぼダムは、大雨の際、どこか１箇所でも畔が決壊したら下流の畔も
決壊していくのではないか。こうした場合の補償を検討してほしい。

・田んぼダムは、モデル地区を決め、そこの畔を整え、貯留効果を見て、そ
して他の箇所に波及させるという風に取組を拡げていくべき。

・コンクリート排水口が崩れているところがあり、堰板がはまらない。しかし、
コンクリート排水口を修理するには多面的機能支払交付金の加算措置
（400円/ha）だけでは足りない。もっと支援してほしい。

・大雨の際、いつも市から「ため池の管理をしてください」と連絡が入るが、
どういう意味なのかわからない。予め放流してほしいという意味なのか。

・山白川から分岐している落谷川（おちだんがわ）の水がスムーズに大路
川に流れないから東大路は冠水していると思う。東大路の内水ポンプだ
けでは到底間に合わないため、落谷川（おちだんがわ）から西大路排水
機場に向けて放水路を整備してほしい。

・治水緑地をもっと有効活用するべき。大雨の際に治水緑地に排水し、河
川水が下げれば内水もこれまでより排水することができるだろう。

国府地区での意見交換会 ※裏面に続く

・日 時 … １１月１９日(金)１８時３０分～
・場 所 … 宮ノ下地区公民館
・参加者 … 自治会長を中心に、計１５名

［参加者の主なご意見］
・田んぼダムではなく、行政が排水ポンプ車を必要なだけ配備すればよい。
命に関わることであり、財源どうこうの話ではない。また、河川内の樹木伐
採をもっとやるべき。



・日 時 … １１月２４日(水)１８時３０分～
・場 所 … 面影地区公民館
・参加者 … 自治会長を中心に、計８名

［参加者の主なご意見］
・面影地区の住民は大方、浸水の危機感が薄く下流域に流れていく水の
ことについて興味がないだろう。行政はもっと美保や美保南が困っている
ということを切実に訴えていくべき。

・雨水貯留タンクや田んぼダムについて、どれだけの貯留効果があるのか
を示して頂きたい。また、自分たちがどれぐらいの費用を負担しないとい
けないのか、どれぐらい行政が支援してくれるのかを示してほしい。

・貯めた水を何に使えるかということを検討し広めていかないといけない。
例えば、非常時のトイレ用なのか、灌漑用なのかといったこと。

・田んぼダムは、耕作が終わって秋の台風が終わる頃しか実施できない。

面影地区での意見交換会

国府地区での意見交換会 ※表面からの続き

［参加者の主なご意見］
・田んぼダムをすれば、農業者は大雨の最中に畔が壊れないか見にいか
ないといけないから、危険を伴う。

・田んぼダムをすれば、どの程度貯留効果があるのかを示してほしい。

・令和３年７月豪雨の際、袋川の万水堰（甑山付近）を事前に閉鎖したが、
流域内の水路が溢れた。この水を袋川に排水してはどうだろうか。

・下流の浸水域では嵩上げしないと宅地化できないように規制するべき。

・三代寺の田んぼの表土は粘性土であり、田んぼダムをしたら田んぼが
中々乾かないだろうから、田んぼダムは難しいと感じている。

・三代寺にはため池があるが、堆積土砂を掘削すれば貯留量を稼ぐこと
ができる。防災目的であるため地元負担金無しで実施してほしい。

【今後の予定】
雨水貯留対策（田んぼダム、雨水貯留タンク等）の効果を提示し

て意見交換させていただきたいと考えております。引き続きよろしく
お願いします。
※令和４年２月頃に大路川流域治水協議会（第２回）を開催予定

各地区３名程度 × ８地区


